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会
長
就
任
あ
い
さ
つ

神林利彦会長

本
年
7
月
の
任
期
満
了
に
伴

う
農
業
委
員
会
委
員
改
選
は
、

ω年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
農
業

委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た

だ
き
前
期
に
引
き
続
き
第
幻
期

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
が
、

新
制
度
に
移
行
さ
れ
た
初
め
て

の
会
長
職
で
あ
り
、
そ
の
責
任

の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

今
日
の
農
業
・
農
村
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
農
業
就
業
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
農
業

資
材
等
の
高
騰
に
よ
る
農
業
所

得
の
減
少
、
遊
休
農
地
・
耕
作

放
棄
地
や
、
有
害
鳥
獣
被
害
の

増
大
、
制
度
内
容
の
充
実
が
求

め
ら
れ
る
収
入
保
険
制
度
の
創

設
等
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。今

回
の
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
」
が
農
業
委
員
会
の
必
須

業
務
と
な
り
、
担
い
手
へ
の
農

地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
に
つ
い
て
農

地
中
間
管
理
機
構
と
連
携
し
た

積
極
的
な
取
り
組
み
と
そ
の
成

果
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

農
業
委
員
と
新
設
さ
れ
た
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

一

丸
と
な
っ
て
「
農
地
等
の
利
用

の
最
適
化
の
推
進
」
を
は
じ
め
、

農
業
者
が
夢
と
希
望
の
持
て
る

農
業
・
農
村
環
境

c

つ
く
り
に
全

身
全
霊
で
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
農
業
者
及
び
関
係
の

皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
援
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
会

長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

主な 内容
。会長就任あいさつ

O農業者年金制度について

。全国農業新聞購読について

。新農業委員・農地利用最適化推進委員紹介

O部会・委員会活動計画

。三浦市で須坂産農産物販売

O須坂市長あてに要望書を提出

。農地パトロールを実施

O 遊休農地解消に利用できる補助金等

多
国
農
業
新
聞
の
購
読
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
わ
か

り
や
す
い
農
業
・
農
政
の

解
説
や
経
営
・
流
通
の
最

新
情
報
等
が
満
載
で
皆
様

の
暮
ら
し
に
役
立
ち
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
購
読
く
だ
さ
い
。

(月
4
回
金
曜
日
発
行

購
読
料
一
月

m円
[
送
料
、

税
込
み
]
)

(
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
ま
た

は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。
)

一
農
業
者
年
金
で
老
後
は
安
心

一農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

戸

1
積
立
方
式
で
安
全
・
安
心

苧

積
立
方
式
の
確
定
拠
出

一

型
年
金
で
長
期
的
に
安

一

定
し
た
制
度
で
す
。

22
終
身
年
金

一

年
金
は
生
涯
受
給
で
き

一

ま
す
。

23
自
由
に
保
険
料
を
設
定

一

経
営
状
況
や
老
後
の
生

一

活
設
計
に
基
づ
い
て
自

主

由
に
設
定
で
き
ま
す

0

24
税
制
優
遇
に
よ
る
大
き
な

一

節
税
効
果

一

納
め
た
保
険
料
は
全
額

早

社
会
保
険
料
控
除
の
対

一

象
と
な
り
ま
す
。

一
【
問
合
せ
】

一農
業
委
員
会
事
務
局

Z
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農
業
振
興
対
策
部
会

須坂市農業委員会だより

長
活
動
方
針

山

農

業

生

産

械
の
拡
大
と
農

業
者
所
得
の

向
上
を
図
る
た
め
、
各
種
各
般

の
活
動
を
行
い
ま
す
。

活
動
計
画

1

農
業
・
農
村
の
振
興
を
図

る
た
め
の
要
望
を
行
い
ま
す
。

2

市
や
J

A
等
の
農
業
団
体

を
は
じ
め
、
近
隣
の
農
業
委

員
会
等
と
の
連
携
と
交
流
を

深
め
ま
す
。

3

有
害
鳥
獣
被
害
を
は
じ
め

病
害
虫
防
除
、
災
害
被
害
等

に
適
時
的
確
な
対
策
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

4

地
域
の
課
題
を
把
握
し
、

そ
の
解
決
に
努
め
ま
す
。

5

須
坂
産
農
産
物
の
販
売
を

促
進
し
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
努
め
ま
す
。

6

農
業
・
農
村
の
環
境
維
持

保
全
に
努
め
ま
す
。

平成29年12月 1日(3) 

農
地
対
策
部
会

長
活
動
方
針

問
担
い
手
へ

赫
の
農
地
集
積

や
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
に
向
け
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
か
け
が

え
の
な
い
農
地
を
有
効
利
用

(
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
)

す
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
き

ま
す
。

活
動
計
画

1

農
地
利
用
状
況
調
査
や
遊

休
農
地
所
有
者
へ
の
利
用
意

向
調
査
に
基
づ
き
、
遊
休
農

地
の
活
用
方
法
を
検
討
し
、

解
消
と
発
生
防
止
に
努
め
ま

す。
2

農
地
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
違

反
転
用
等
を
な
く
す
た
め
、

パ
ト
ロ
ー
ル
に
努
め
ま
す
。

3

農
地
と
水
、
自
然
環
境
を

守
る
た
め
、
陸
砂
利
採
取
や

建
設
残
土
の
埋
め
立
て
に
関

し
、
状
況
調
査
等
を
行
い
、

そ
の
対
策
に
努
め
ま
す
。

農
業
後
継
者
対
策
部
会

長
活
動
方
針

刊

農

業

後

継

汁
者
の
育
成
と

谷
担
い
手
の
確

保
を
推
進
す
る
た
め
、
市
・

J

A
・
普
及
セ
ン
タ
ー
及
び
青
年

.
女
性
農
業
団
体
等
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
須
坂
市
農
業

の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す。活
動
計
画

1

農
業
経
営
の
発
展
の
た
め

に
、
認
定
農
業
者
・
農
業
者

年
金
・
家
族
経
営
協
定
制
度

等
の
周
知
と
推
進
を
図
り
ま

す。
2

農
業
後
継
者
・
新
規
就
農

者
へ
の
支
援
及
び
女
性
農
業

者
の
活
躍
の
た
め
、
関
係
機

関
・
団
体
等
と
連
携
し
な
が

ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

3

新
規
就
農
者
・
研
修
生
等

と
の
交
流
を
図
り
、
そ
の
要

望
を
市
の
政
策
に
反
映
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

情
報
・
研
修
委
員
会

長
活
動
方
針

誤

次

の

よ

う

一
一
な
内
容
を

坂
「
農
業
委
員

会
だ
よ
り
」
に
掲
載
し
、
皆
様

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

O
農
家
の
皆
様
の
関
心
の
高
い

内
容

。
農
業
委
員
会
の
活
動

O
農
業
政
策

O
農
地
法
な
ど
に
関
す
る
情
報

O
各
種
の
お
知
ら
せ

活
動
計
画

。
ロ
月
と

5
月
の
年
2
回
「
農

業
委
員
会
だ
よ
り
」
を
発
行

し
ま
す
。

O
地
域
の
課
題
解
決
や
農
業
振

興
等
に
活
か
す
た
め
、
先
進

地
視
察
研
修
を
行
い
ま
す
。

医
園事
実
館
、
ガ
残
怠
ご
し
た
j
i

m月
mu
日
側
、
農
業
振
興
対

策
部
会
で
姉
妹
都
市
の
神
奈
川

県
三
浦
市
の
三
崎
港
町
ま
つ
り

に
参
加
し
、
恒
例
の
須
坂
産
農

産
物
の
直
売
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
幻
号
の
影
響

で
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
午

前
8
時
の
販
売
開
始
前
か
ら
行

列
が
で
き
、
須
坂
産
農
産
物

(
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
新
米
)

W

の
人
気
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
山

な
か
に
は
、
「
昨
年
遅
く
来
血

た
ら
須
坂
産
の
農
産
物
が
売
り
刷

切
れ
て
い
て
買
え
な
か
っ
た
か
川

ら
、
今
年
は
早
く
来
ま
し
た
」
叩n

 

と
い
う
方
も
い
て
大
変
う
れ
し

矧

く

思

い

ま

し

た

。

凶

ま
た
、
須
坂
市
の
応
援
大
使
叩

の
高
見
さ
ん
や
そ
の
友
達
も
応
向

援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
問

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
持
ち

刷

込
ん
だ
約
制
見
の
農
産
物
を
売
附可

h

り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

L

須
坂
産
の
農
産
物
が
こ
れ
か
日

ら
も
多
く
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
す

た
だ
け
る
よ
う
力
を
入
れ
て
い
対

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

出

覧でジムホ市坂須斗
」早録議会の会総会

口
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氏委業農
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台風21号に伴う豪雨による

浸水・冠水被害対策に対する要望書を提出しました

10月23日未明、台風21号に伴う豪雨によリ千曲川が増水し、

井上地区、日野地区及び豊洲地区の堤外地を中心に浸水や樹

園地等が冠水となリ、農産物に大きな被害が発生しました。

この農業被害を受け、須坂市農業委員会として10月26日、
須坂市長あてに下記事項を内容とする要望書を提出しました。

記

1 農業共済金を早期に支払うよう関係機関に要望されたい。

2 被災農業者に無利子融資事業のための利子補給事業を実

施されたい。

3 農地及びその周辺ヘ流入した堆積物の収集及び搬出処分
に係る対策を講じられたい。

4 農作物被害は、リンコ等の果樹において特に大きいため、

翌年に向けた樹勢回復のための薬剤及び肥料等に対する助

成措置を講じられたい。

5 損壊した道路等の早期復旧対策を講じられたい。

6 被災農業者の農業所得等に係る市税の減免措置を講じら

れたし」

平成29年12月 1日須坂市農業委員会だより

~制!2.A必議事以に
震地の適正な管理をお願いします/

Eコ
下ゴ76 第

農
業
委
員
会
で
は
、

遊
休
農
地
の
再
生
利
用

の
促
進
を
図
る
こ
と
を

主
な
目
的
と
し
て
、

9

月
に
市
・

J

A
・
土
地

改
良
区
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
昨
年
度
に
把
握

し
た
遊
休
農
地
や
新
た

に
発
生
し
た
農
地
等
の

現
地
確
認
を
市
内
全
域

で
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で

新
た
に
遊
休
農
地
と
確

認
で
き
た
農
地
の
所
有

者
等
の
皆
様
へ
、
今
後

そ
の
農
地
の
農
業
上
の

利
用
の
意
向
に
つ
い
て

農
地
法
に
定
め
る
調
査

この要望書の内容について、須坂市長からは、「関係機関や
議会と相談しながら前向きに対応を考えたい」とのコメン卜

をいただきました。

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。
な
お
、
利
用
意
向
調

査
の
回
答
期
限
ま
で
に

回
答
が
な
い
場
合
や
回

答
し
た
意
向
ど
お
り
に

農
地
を
利
用
し
な
い
場

合
は
、
農
地
中
間
管
理

機
構
(
県
農
業
開
発
公

社
)
と
の
協
議
を
勧
告

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

勧
告
の
対
象
と
な
っ
た

農
地
に
つ
い
て
は
、
固

定
資
産
税
が
増
額
(
凶

倍
)
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

*被災されました農業者の皆様に心よりお見舞い申しょげます

遊休農地解消にお役立てください/
【農地の有効利用を促進する取り組み】

0遊休農地解消補助金
遊休農地を耕作し解消する場合、委託料、使用料、種苗購

入費などを補助する制度があります。(同一農地 1回限り)

主な条件:利用権設定または所有権移転を行い、 l年以上耕
作していない農地を適正な管理のもとに 3年以上耕作するこ

とO

補助額:10 a当たり 8万円を限度とする O

0農地荒廃化防止事業補助金
麦、大豆、そばを栽培するか、めん羊を飼育し販売する方

へ補助する制度です。
対象者:農業者、めん羊の飼育については地域住民を中心と

して組織する団体。(認定農業者・認定新規就農者・集落営農

組織を除く者)
対象要件:対象作物の農産物検査を実施し販売すること O

補助額

補助額

1キログラム当たり 70円
1キログラム当たり 160円
1キログラム当たり 200円
予防接種に係る費用の 2分の l以内

対象作物など

麦

大旦
そば!

めん羊の飼育

須坂市農林課 ~026 -248 -9004 問合せ

先
住
‘
に
革
、
位
協
色
草
色
革
、
h
h
h位
協
、
佐
也
、
込
色
事
位
協
位
協
、
、
ふ

了
、

編

集

後

記

、
ふ

改
選
後
、
初
回
発
行
の
た
め
、

今
号
は
新
体
制
と
委
員
の
紹
介
、

各
部
会
・
委
員
会
の
活
動
方
針

等
を
中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
紙
面

c

つ
く
り
に
委
員
一
同
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

情
報
・
研
修
委
員
会
(
編
集
委
員
)

委

員

長

坂

本

正

雄

委

員

宮

尾

哲

雄
春

原

博

田

中

郁

雄

ノ'/ '/1 

~ 026-248-9015 メールアドレス s-nougyoiinkai@city. suzaka. nagano. jp 

印刷部数 5，500部(印刷経費 1部あたり 約19.2円)
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